
施策評価における指標の設定について 

 

１ 指標の種類 

  施策の進捗状況を判断するため、施策ごとに次の成果指標を設定します。 

  ・施策に対する市民満足度 

  ・施策目標の達成度を表すもの 

 

２ 指標の条件 

  設定する成果指標は、次の条件を満たすものとします。 

  ①長期的に使える指標 

   指標については、市政以外の要因により変動するもの（不安定なもの）は使うことは

できません。 

   例えば、「大学進学者数」という指標は、毎年絶対数が変動するため適切ではありませ

ん。指標として採用する場合は、「大学進学率」とします。 

 

  ②データ収集が容易な指標 

   指標の数値を把握するために、多くの費用と労力をかけることは、評価の効率性を阻

害します。 

   指標は、既存の統計や調査などにより、できるだけ毎年数値を測定しており、経年変

化が分かるものとします。 

 

  ③分かりやすい指標 

   指標は、専門用語を用いずに、市民に分かりやすい表現とします。 

   例えば、「白井市流入人口」という指標を採用する場合は、「白井市外に住み、白井市

へ通勤・通学している人の数」とします。 

資料２ 



政策 施策 取組目標 市民満足度に係る指標（アンケート調査で把握） 施策目標の達成度に係る指標

１　ゆとりある暮らしを支えるまちづくり

・市街地や集落地などが緑や田園空間に包まれ、ゆとりの環境や都心へ
のアクセスが良いという特性を活かし、子どもや若い世代が白井らしい
豊かな暮らしを楽しめる環境を整えていきます。
・みどりの中にある文化資源を活かし、若い世代も含めて白井市の魅力
を感じる、ゆとりある良好な暮らしの実現を目指します。

【若い世代を対象】
・白井での暮らしにゆとりや快適さを感じている市民
の割合
・白井の住環境や景観を誇りに感じている市民の割合

２　働く場を生み出すまちづくり

・農商工の連携や未利用地等への企業立地の誘導などにより、若い世代
の雇用機会を広げます。
・地域を舞台として多様な世代が様々な活動の実践を通じて新たな事業
を起こすなど、地域の中で働ける場づくりを進めます。

【若い世代を対象】
・現在市外で就業している人のうち市内で働きたいと
感じる割合
・現在就業していない人のうち市内で働きたいと感じ
る割合

・製造業従業者数
　　※工業統計調査・経済センサスー活動調査

・商店会の空き店舗率
　　※市商工振興課資料

３　子育てしたくなるまちづくり

・子どもの状況に応じて様々な子育て支援サービスを提供することで、
安心して子どもを産み育てられる環境づくりを目指します。
・子育て世帯を地域全体で支え、のびのびと楽しく子どもを育てられる
環境づくりを進めます。
・子ども一人一人とさらに向き合い、「子どもの教育なら白井」といわ
れるまちづくりを進めます。

【若い世代を対象】
・白井は子育てしやすいまちと感じる市民の割合
・身近に子育ての悩みや不安を相談できる人がいる市
民の割合

・待機児童数
　　※市保育課資料（年度当初）

・学校満足度（小学5年生・中学2年生が対象）
　　※市教育センター室資料

１　「魅せる農」のまちづくり

・農業をまちの活性化のための資源として積極的に支援し、産業が連携
する活力あるまちづくりを進めます。
・農の持つ多様な機能を活かして、白井市のイメージを魅力的にアピー
ルするため、子どもから高齢者までが農を体感できる取り組みやにぎわ
いづくりを進めます。

・農業に親しみたいと感じる市民の割合
・白井産の農産物を積極的に購入している市民の割合

・認定農業者数
　　※市農政課資料

・しろいの梨市場取引単価
　　※市農政課資料

２　みどりが価値を生み出すまちづくり
・豊かなみどりが生み出すきれいな空気や静けさといった白井市の良質
な環境を、市民とともに守り、育むことで、愛着と誇りを持てるまちづ
くりを進めます。

・白井の緑豊かな環境を誇りに感じている市民の割合
・地域の環境保全活動に参加したことがある市民の割
合

・樹林地面積
　　※市農政課資料

３　みどりがつながるまちづくり

・白井市の豊かな暮らしを支える重要な要素である水とみどりの環境の
大切さを市民一人一人が認識し、その保全と継承に向けた取り組みを展
開します。
・森や河川、田園など市街地の外側に広がるみどりと市街地内の緑地や
樹木などのみどりがチェーンのようにつながり、みどりが持つ暮らしを
豊かにする多様な可能性を活かします。

・身近なみどりや里山が憩いの空間になっていると感
じる市民の割合
・地域の環境保全活動に参加したことがある市民の割
合

・緑被率（市の面積に対する、樹林や農地等の緑で覆
われている面積の割合）
　　※市都市計画課資料

１　都市拠点がにぎわうまちづくり

・市民生活の拠点である駅周辺など、それぞれの特性に合わせた整備を
進め、まちのにぎわいをつくります。
・産業の拠点としての工業団地の機能を充実させ、産業のにぎわいをつ
くります。

・駅周辺がにぎわっていると感じる市民の割合

・工業団地に立地する企業数
　　※白井工業団地協議会資料

・中心都市拠点や生活拠点に進出したにぎわい施設
（商業施設等）　※市都市計画課資料

２　地域拠点がにぎわうまちづくり

・小学校区を基本的な単位とした地域のまちづくりを進め、地域の特性
に応じた魅力ある地域づくりと地域住民の連携と協力による見守りや災
害時などに相互に助け合うしくみづくりを進めます。
・各地域に大小様々な交流の場やサービス提供の場などをつくり、充実
させることで、安心して快適な生活を送れる地域づくりを進めます。

・居住する地域は安心して暮らすことができる地域で
あると感じている市民の割合
・孤立感を感じている市民の割合
・地域で助け合いなど福祉活動を行っている市民の割
合

・地域の身近な拠点（サロン等）の数
　　※市社会福祉課・子育て支援課・高齢者福祉課資料

３　拠点がつながるまちづくり
・地域の連携や交流を進め、地域づくりの相乗効果を目指します。
・都市拠点と各地域の拠点をネットワーク化し、まち全体の拠点間を移
動しやすいまちづくりを進めます。

・市内を自家用車や公共交通機関等で快適に移動でき
ると感じる市民の割合
・主たる移動手段が公共交通機関である市民の割合

・北総線１日平均乗車人員
　　※北総鉄道㈱資料

・循環バス利用者数
　　※市企画政策課資料

戦略１
若い世代定住プ
ロジェクト

戦略２
みどり活用プロ
ジェクト

戦略３
拠点創造プロ
ジェクト

施策評価指標（案）


